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５． 原稿は原則としてパソコン作成とし，日本語原稿の場合，分量は 400 字詰原稿用紙に




６． 二編以上を投稿する場合は，日本語原稿であれば総枚数が 400 字詰原稿用紙 150 枚を




































 　＊ 執筆者氏名のローマ字表記は，姓，名の順としてください。（例MINO Hanako） 












８） 本文中での文献の指示については，［  ］に著者名，刊行年次，引用ページ数を下記
の要領で記載してください。 
 ［例］　［古賀 1984：168－169］ ［間瀬 1982：60］ 
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Hispánicos 10, 大阪外国語大学イスパニア語研究室, pp. 63－90. 
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ⓒ大阪大学世界言語研究センター 2010
　2010 年４月にセンター論集の投稿規程・執筆要領の若干の修正を行いました。投稿者
の執筆と読者の参照を円滑にするための変更です。また編集委員会規程の整備も行い，そ
れに伴う論集編集委員の改選で約半数の委員が交替いたしました。編集担当事務も奥山さ
ん・杉本さんから岸田さん・米山さんに変わりました。諸々の修正・整備・人員交替があ
りましたが，これまでの論集の基本理念に変更はありません。編集委員会も「動的均衡」
を保ち，論集編集方針に基づいて粛々と作業を進められるよう今後も努力いたします。
　センター論集の投稿件数は号を重ねるごとに増えており，センター構成員のみならず，
センター外の研究者，特にセンターと研究交流のある海外の研究者からの投稿もあり，セ
ンター内外で研究発表の媒体として認知され始めていることはうれしい限りです。
　センター論集の投稿規程・執筆要領（和文 ･英文）は世界言語研究センターホームペー
ジ上で，掲載論文・研究ノート等は大阪大学の「大阪大学学術情報庫（OUKA）」上で公
開されております。投稿をご検討される際にご参照ください。 （村上記）
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